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Ⅰ 調査の概要 

（１）調査目的 

今回の調査は、地域公共交通のマスタープランとなる赤穂市地域公共交通計画を策定するに

あたり、地域住民等の普段の移動状況等を調査し、市民の方の日常生活における移動状況を把

握することに加えて、公共交通を現在利用していない市民の方も含めて利用状況などを調査す

ることを目的に実施しました。 

 

（２）調査の概要 

調査地域 市内全域 

調査対象者 市内在住の令和 4年 4月 1日時点で満 15歳以上の市民の方 

調査方法 

郵送による配布・回収 

（地区による偏りが生じないように、地区別に按分して抽出した対象世

帯に、1世帯当たり 3票を配布※） 

配布世帯数 3,500 世帯 配布個人票数 10,500 票 

回収世帯数 1,216 世帯 回収個人票数 2,603 票 

世帯回収率 34.7％ 個人回収率 24.8％ 

実施期間 令和 4年 9月 13 日（火）～ 令和 4年 9月 30 日（金） 

※同一世帯に 4名以上がお住まいの場合、同一世帯にお住まいの方のうち年齢が高い方から順に

3名までが対象 

 

（３）本調査結果報告書の留意点 

・単数回答は帯グラフ、複数回答は縦棒グラフとなっています。また、施設名を記述式で回答

いただいた設問については、回答が多かった上位施設の横棒グラフとなっています。帯グラ

フについては、居住地ごとの傾向を把握するため、居住地区別に集計しています。 

・問の中には「～と回答した方のみお答えください。」などいろいろな限定があり、回答者が

少ない場合は、数人の違いで割合が大きく変わることがあります。 
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Ⅱ 調査結果 

１ あなた自身のことについて 
 

（１）年齢 

 

 

年齢を市全体の合計で見ると、65歳以上の回答が 50.1％、65歳未満の回答が 49.9％となっ

ています。これは、年齢が高い方から順に 3名が回答する調査方法としているためです。 

65 歳以上の回答率を居住地区別に見ると、西部地区が 67.7％と最も多くなっています。 

 

年齢 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2.0

3.2

3.2

3.0

3.1

3.1

1.4

2.6

1.3

2.7

3.5

4.0

5.8

3.8

7.3

5.8

2.0

3.9

4.4

3.5

6.7

6.3

5.3

5.4

7.7

12.7

4.6

7.2

6.6

9.9

13.3

12.3

3.0

12.1

8.8

9.8

20.6

11.1

11.4

19.0

18.7

18.8

15.0

18.4

16.1

11.2

7.9

13.1

16.5

11.3

8.0

7.6

6.0

7.3

8.1

8.7

8.6

8.5

8.3

8.1

6.9

9.7

12.0

9.5

11.2

14.5

7.9

11.1

9.8

13.4

12.0

12.5

16.5

12.8

18.5

14.9

11.9

17.7

13.9

11.6

13.6

10.6

12.8

9.0

9.6

6.5

14.6

12.4

10.8

17.7

13.6

13.2

26.4

18.6

9.6

14.5

19.3

13.7

15.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(344票)

城西地区

(375票)

塩屋地区

(463票)

西部地区

(133票)

尾崎地区

(423票)

御崎地区

(260票)

坂越地区

(276票)

高雄地区

(151票)

有年地区

(153票)

合計

(2,578票)

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代

60～64歳 65～69歳 70～74歳 75～79歳 80歳以上

※無回答・不明 25 票を除く 

問１ あなた自身のことについてお答えください。年齢（１つに○） 

65 歳以上 50.1％ 65 歳未満 49.9％ 

65 歳以上 67.7％ 
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28.3
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27.4

25.4

29.7

27.4

19.6

25.9

9.2

14.2

17.2

14.8

14.0

11.5

14.7

9.2

11.8

13.4

11.8

3.2

3.0

3.0

3.1

3.5

7.3

3.9

3.9

4.8

2.3

3.7

4.3

3.0

3.3

3.8

2.2

3.3

1.3

3.2

17.9

16.3

16.2

18.5

16.0

16.5

17.9

11.1

19.6

16.6

30.9

30.3

28.2

45.9

33.8

38.1

26.7

40.5

41.2

33.1

4.0

4.0

3.7

2.2

2.4

1.2

1.5

4.6

2.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(347票)

城西地区

(374票)

塩屋地区

(464票)

西部地区

(135票)

尾崎地区

(420票)

御崎地区

(260票)

坂越地区

(273票)

高雄地区

(153票)

有年地区

(153票)

合計

(2,579票)

会社員・

公務員

ﾊﾟｰﾄ・

ｱﾙﾊﾞｲﾄ

自営業 学生 専業主婦・

主夫

無職 その他

 

 
 

（２）職業 

 

 

職業を市全体の合計で見ると、「無職」が 33.1％と最も多く、次いで「会社員・公務員」（25.9％）、

「専業主婦・主夫」（16.6％）などの順に多くなっています。 

「無職」の人の回答率を居住地区別に見ると、西部地区が 45.9％と最も多くなっています。 

 

職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 24 票を除く 

問１ あなた自身のことについてお答えください。職業（１つに○） 
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72.9

76.6

75.6

69.4

75.4

77.3

80.6

81.8

81.2

76.5

0.3

1.1

0.9

3.0

2.4

0.8

1.4

2.6

0.6

1.3

8.9

6.9

7.3

12.7

7.9

6.5

7.9

7.8

6.5

7.8

17.9

15.4

16.2

14.9

14.3

15.4

10.1

7.8

11.7

14.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(347票)

城西地区

(376票)

塩屋地区

(464票)

西部地区

(134票)

尾崎地区

(420票)

御崎地区

(260票)

坂越地区

(277票)

高雄地区

(154票)

有年地区

(154票)

合計

(2,586票)

持っている 自動二輪・原付のみ持っている 返納した 持っていない

 
 

（３）運転免許の有無 

 

 

運転免許の有無を市全体の合計で見ると、「持っている」が 76.5％、「自動二輪・原付のみ

持っている」が 1.3％となっている一方で、「返納した」が 7.8％、「持っていない」が 14.4％

となっています。 

運転免許を「持っていない」人の回答率を居住地区別に見ると、赤穂地区が 17.9％と最も多

くなっています。 

 

運転免許の有無 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 17 票を除く 

問１ あなた自身のことについてお答えください。運転免許（１つに○） 
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68.3

71.8

71.3

65.6

68.8

74.0

75.5

79.6

74.0

71.6

6.9

6.6

7.9

11.2

10.3

6.0

7.9

8.2

8.0

8.0

24.8

21.6

20.8

23.2

20.9

20.0

16.6

12.2

18.0

20.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(331票)

城西地区

(361票)

塩屋地区

(442票)

西部地区

(125票)

尾崎地区

(398票)

御崎地区

(250票)

坂越地区

(265票)

高雄地区

(147票)

有年地区

(150票)

合計

(2,469票)

問題なく運転できる 運転できるが、不安である 運転できない

 
 

（４）自動車等の運転 

 

 

自動車等の運転を市全体の合計で見ると、「問題なく運転できる」が 71.6％となっている一

方で、「運転できるが、不安である」が 8.0％、「運転できない」が 20.4％となっています。 

「運転できない」人の回答率を居住地区別に見ると赤穂地区が 24.8％と最も多くなっていま

す。 

 

自動車等の運転 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 134 票を除く 

問１ あなた自身のことについてお答えください。自動車等の運転（１つに○） 
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（５）世帯での車の保有 

 

 

世帯での車の保有を市全体の合計で見ると、「自由に利用できる車がある」が 63.1％、「家

族共同で利用できる車がある」が 27.8％、「世帯に車はない」が 9.1％となっています。 

「世帯に車はない」人の回答率を居住地区別に見ると、尾崎地区が 13.4％と最も多くなって

います。 

 

世帯での車の保有 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 122 票を除く 

53.9

61.1

62.9

56.4

60.7

64.7

67.3

78.0

78.1

63.1

37.1

29.0

28.3

32.1

25.9

28.1

25.6

16.0

18.5

27.8

9.0

9.9

8.8

11.5

13.4

7.2

7.1

6.0

3.4

9.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(334票)

城西地区

(362票)

塩屋地区

(441票)

西部地区

(131票)

尾崎地区

(402票)

御崎地区

(249票)

坂越地区

(266票)

高雄地区

(150票)

有年地区

(146票)

合計

(2,481票)

自由に利用できる車がある 家族共同で利用できる車がある 世帯に車はない

問１ あなた自身のことについてお答えください。世帯での車の保有（１つに○） 
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２ 日頃よく行く場所について 
 

（１）日用品の買物先について 

①日用品の買物先 

 

 

日用品の買物先を市全体の合計で見ると、「市内のお店」が 79.3％、「市外のお店」が 5.2％、

「ほとんど行かない」が 15.5％となっています。 

買物に「ほとんど行かない」人の回答率を居住地区別に見ると、坂越地区が 8.6％と最も少

なくなっています。（坂越地区が最もよく買物に行っている地区となっています。） 

また、「市外のお店」と回答した割合を居住地区別に見ると、有年地区が 54.7％と最も多く、

半数以上の人が市外のお店に行かれています。 

日用品の買物先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

16.2

16.1

17.9

14.0

18.0

15.9

8.6

14.0

13.5

15.5

82.3

82.8

79.7

83.7

79.8

83.3

87.3

83.3

31.8

79.3

1.5

1.1

2.4

2.3

2.2

0.8

4.1

2.7

54.7

5.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(334票)

城西地区

(366票)

塩屋地区

(458票)

西部地区

(129票)

尾崎地区

(405票)

御崎地区

(252票)

坂越地区

(268票)

高雄地区

(150票)

有年地区

(148票)

合計

(2,510票)

ほとんど行かない 市内のお店 市外のお店

※無回答・不明 93 票を除く 

問 2-① a) 日用品の買物先はどこですか。（１つに○） 
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637

296

242

151

139

0 100 200 300 400 500 600 700

イオン赤穂店

主婦の店赤穂店

主婦の店尾崎店

主婦の店塩屋店

旬鮮食彩館ＰＡＯＮＥ塩屋店

(票)

 
 

＜施設名を回答いただいた日用品の買物先＞ 

施設名を回答いただいた日用品の買物先は、「イオン赤穂店」が 637 票と最も多く、次いで

「主婦の店赤穂店」（296 票）、「主婦の店尾崎店」（242 票）、「主婦の店塩屋店」（151 票）、

「旬鮮食彩館 PAONE 塩屋店」（139 票）の順に多くなっています。 

 

日用品の買物先【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 1,948 票（不明 172 票を除く） 
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②日用品の買物先までの交通手段 

 

 

 

日用品の買物先までの交通手段は、「自家用車（自分で運転）」が 71.3％と最も多く、次い

で「自転車」（20.0％）、「自家用車（家族等の送迎）」（17.0％）などの順に多くなってい

ます。 

 

日用品の買物先までの交通手段【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

71.3

17.0

2.8

20.0

9.5

0.9 1.0 1.3 0.1 0.1 1.6 0.2
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20%

40%

60%

80%

自
家
用
車
（自
分
で
運
転
）

自
家
用
車
（家
族
等
の
送
迎
）

自
動
二
輪
・バ
イ
ク

自
転
車

徒
歩

タ
ク
シ
ー

路
線
バ
ス

ゆ
ら
の
す
け

て
い
じ
ゅ
う
ろ
う

う
ね
・の
り
愛
号

鉄
道

そ
の
他

問 2-① b) 日用品の買物先までの交通手段をお答えください。（利用するもの全てに○） 

※問 2-① a) 「日用品の買物先」で“市内のお店”“市外のお店”と回答した人のみお答えください。 

※合計 2,100 票（無回答・不明 20 票を除く） 
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16.0

12.9

12.5

7.8

13.9

14.6

9.9

7.4

7.5

12.3

62.5

60.9

61.1

69.9

60.9

64.8

65.5

55.7

66.7

62.6

21.5

26.2

26.4

22.3

25.2

20.6

24.6

36.9

25.8

25.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(256票)

城西地区

(286票)

塩屋地区

(345票)

西部地区

(103票)

尾崎地区

(302票)

御崎地区

(199票)

坂越地区

(232票)

高雄地区

(122票)

有年地区

(120票)

合計

(1,965票)

週に５日以上 週に１日以上 週に1日未満

 
 

③日用品の買物先に行く頻度 

 

 

 

日用品の買物先に行く頻度を市全体の合計で見ると、「週に 5日以上」が 12.3％、「週に１

日以上」が 62.6％、「週に１日未満」が 25.1％となっています。 

「週に 5日以上」日用品の買物に行く人の回答率を居住地区別に見ると、赤穂地区が 16.0％

と最も多くなっています。 

 

日用品の買物先に行く頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 155 票を除く 

問 2-① c) 日用品の買物先に行く頻度はどれくらいですか。 

※問 2-① a) 「日用品の買物先」で“市内のお店”“市外のお店”と回答した人のみお答えください。 
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65.6

31.5

3.6 1.7 2.5 1.3 0.6 0.7
0％

20％

40％

60％

80％

特
に
問
題
は
な
い

将
来
を
考
え
る
と
不
安

送
迎
し
て
も
ら
う
の
が
大
変

タ
ク
シ
ー
が
利
用
し
に
く
い

バ
ス
・デ
マ
ン
ド
が
利
用
し
に
く
い

鉄
道
が
利
用
し
に
く
い

本
当
は
別
の
場
所
に
行
き
た
い

そ
の
他

表中項目

特に問題はない 特に問題はない

 将来を考えると不安 今は特に問題ないが、将来を考えると不安

 送迎してもらうのが大変 送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わせなければいけない、気を遣うなど）

 タクシーが利用しにくい タクシーが利用しにくい

 バス・デマンドが利用しにくい バス・デマンドタクシーが利用しにくい

 鉄道が利用しにくい 鉄道が利用しにくい

 本当は別の場所に行きたい 本当は別の場所に行きたい

その他 その他

正式項目

 
 

④日用品の買物先まで移動する時の問題点 

 

 

 

日用品の買物先まで移動する時の問題点は、「特に問題はない」が 65.6％と最も多くなって

いる一方で、「将来を考えると不安」も 31.5％と多くなっており、「送迎してもらうのが大変」

（3.6％）、「バス・デマンドが利用しにくい」（2.5％）などの回答も見られます。 

 

日用品の買物先まで移動する時の問題点【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

問 2-① d) 日用品の買物先まで移動する時の問題点をお答えください。（該当するもの全てに○） 

※問 2-① a) 「日用品の買物先」で“市内のお店”“市外のお店”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,996 票（無回答・不明 124 票を除く） 
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40.2

28.3

34.1

40.5

36.7

33.1

31.1

33.3

48.9

35.1

44.3

50.6

46.5

44.6

43.2

50.3

44.5

42.9

8.7

44.1

15.5

21.1

19.4

14.9

20.1

16.6

24.4

23.8

42.4

20.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(239票)

城西地区

(251票)

塩屋地区

(346票)

西部地区

(74票)

尾崎地区

(294票)

御崎地区

(157票)

坂越地区

(193票)

高雄地区

(105票)

有年地区

(92票)

合計

(1,751票)

ほとんど行かない 市内の学校・職場 市外の学校・職場

 
 

（２）通学先・通勤先について 

①通学先・通勤先 

 

 

通学先・通勤先を市全体の合計で見ると、「市内の学校・職場」が 44.1％、「市外の学校・

職場」が 20.8％、「ほとんど行かない」が 35.1％となっています。 

通学先・通勤先に「ほとんど行かない」人の回答率を居住地区別に見ると、城西地区が 28.3％

と最も少なくなっています。（城西地区が最もよく通学先・通勤先に行っている地区となって

います。） 

また、「市外の学校・職場」と回答した割合を居住地区別に見ると、有年地区が 42.4％と最

も多くなっています。 

通学先・通勤先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 852 票を除く 

問 2-② a) 通学先・通勤先はどこですか。（１つに○） 
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16

6

4

4

3

0 5 10 15 20

兵庫県立赤穂高等学校

関西福祉大学

兵庫県立龍野高等学校

兵庫県立相生産業高等学校

神戸学院大学

(票)

 
 

＜施設名を回答いただいた通学先＞ 

施設名を回答いただいた通学先は、「兵庫県立赤穂高等学校」が 16票と最も多く、次いで「関

西福祉大学」（6票）が多くなっています。 

 

 

通学先【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 52票（不明 24 票を除く） 
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9

9

8

7

6

6

0 2 4 6 8 10

㈱日本海水 赤穂工場

赤穂市民病院

赤穂中央病院

赤穂市役所

赤穂化成(株)

イオン赤穂店

(票)

 
 

＜施設名を回答いただいた通勤先＞ 

施設名を回答いただいた通勤先は、「(株)日本海水 赤穂工場」、「赤穂市民病院」がいずれ

も 9票と最も多く、次いで「赤穂中央病院」（8票）が多くなっています。 

 

 

通勤先【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 259 票（不明 801 票を除く） 
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②通学先・通勤先までの交通手段 

 

 

 

通学先・通勤先までの交通手段は、「自家用車（自分で運転）」が 74.2％と最も多く、次い

で「自転車」（15.6％）、「鉄道」（8.6％）などの順に多くなっています。 

 

通学先・通勤先までの交通手段【複数回答】 
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問 2-② b) 通学先・通勤先までの交通手段をお答えください。（利用するもの全てに○） 

※問2-② a) 「通学先・通勤先」で“市内の学校・職場”“市外の学校・職場”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,109 票（無回答・不明 27 票を除く） 
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27.2

14.6

18.7

24.4

15.5

23.0

20.8

7.6

23.7

19.0

70.6

81.9

80.3

70.7

83.3

76.0

76.7

90.9

68.4

78.8

2.2

3.5

1.0

4.9

1.2

1.0

2.5

1.5

7.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(136票)

城西地区

(171票)

塩屋地区

(203票)

西部地区

(41票)

尾崎地区

(168票)

御崎地区

(100票)

坂越地区

(120票)

高雄地区

(66票)

有年地区

(38票)

合計

(1,043票)

週に５日以上 週に１日以上 週に１日未満

 
 

③通学・通勤の頻度 

 

 

 

通学先・通勤先に行く頻度を市全体の合計で見ると、「週に 5日以上」が 19.0％、「週に 1

日以上」が 78.8％、「週に１日未満」が 2.2％となっています。 

「週に 5日以上」通学先・通勤先へ行く人の回答率を居住地区別に見ると、赤穂地区が 27.2％

と最も多くなっています。 

 

通学・通勤の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※無回答・不明 93 票を除く 

問 2-② c) 通学先・通勤先に行く頻度はどれくらいですか。 

※問2-② a) 「通学先・通勤先」で“市内の学校・職場”“市外の学校・職場”と回答した人のみお答えください。 
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④通学先・通勤先まで移動する時の問題点 

 

 

 

通学先・通勤先まで移動する時の問題点は、「特に問題はない」が 86.2％と最も多くなって

いる一方で、「将来を考えると不安」も 10.0％となっており、「鉄道が利用しにくい」（2.8％）、

「バス・デマンドが利用しにくい」（1.5％）などの回答も見られます。 

 

通学先・通勤先まで移動する時の問題点【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

表中項目

特に問題はない 特に問題はない

 将来を考えると不安 今は特に問題ないが、将来を考えると不安

 送迎してもらうのが大変 送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わせなければいけない、気を遣うなど）

 タクシーが利用しにくい タクシーが利用しにくい

 バス・デマンドが利用しにくい バス・デマンドタクシーが利用しにくい

 鉄道が利用しにくい 鉄道が利用しにくい

その他 その他

正式項目
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問 2-② d) 通学先・通勤先まで移動する時の問題点をお答えください。（該当するもの全てに○） 

※問2-② a) 「通学先・通勤先」で“市内の学校・職場”“市外の学校・職場”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,075 票（無回答・不明 61 票を除く） 
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32.4

41.4

40.6

28.8

41.1

40.2

35.2

31.3

33.8

37.5

63.1

55.8

57.2

69.6

56.9

56.5

62.5

64.5

35.9

58.1

4.5

2.8

2.2

1.6

2.0

3.3

2.3

4.2

30.3

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(330票)

城西地区

(360票)

塩屋地区

(448票)

西部地区

(125票)

尾崎地区

(399票)

御崎地区

(244票)

坂越地区

(264票)

高雄地区

(144票)

有年地区

(142票)

合計

(2,456票)

ほとんど行かない 市内の病院 市外の病院

 
 

（３）通院先について 

①通院先 

 

 

通院先を市全体の合計で見ると、「市内の病院」が 58.1％、「市外の病院」が 4.4％、「ほ

とんど行かない」が 37.5％となっています。 

通院先に「ほとんど行かない」人の回答率を居住地区別に見ると、西部地区が 28.8％と最も

少なくなっています。（西部地区が最もよく通院先に行っている地区となっています。） 

また、「市外の病院」と回答した割合を居住地区別に見ると、有年地区が 30.3％と最も多く

なっています。 

 

通院先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答・不明 147 票を除く 

問 2-③ a) 通院先はどこですか。（１つに○） 
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351

315

72

54

51

0 50 100 150 200 250 300 350 400

赤穂市民病院

赤穂中央病院

せの内科クリニック

正木医院

赤穂はくほう会病院

(票)

 
 

＜施設名を回答いただいた通院先＞ 

施設名を回答いただいた通院先は、「赤穂市民病院」が 351 票と最も多く、次いで「赤穂中

央病院」（315 票）が多くなっています。 

 

通院先【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 1,347 票（不明 187 票を除く） 
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②通院先までの交通手段 

 

 

 

通院先までの交通手段は、「自家用車（自分で運転）」が 58.6％と最も多く、次いで「自転

車」（19.8％）、「自家用車（家族等の送迎）」（19.0％）などの順に多くなっています。 

 

通院先までの交通手段【複数回答】 
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問 2-③ b) 通院先までの交通手段をお答えください。（利用するもの全てに○） 

※①「通院先」で“市内の病院”“市外の病院”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,486 票（無回答・不明 48 票を除く） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(179票)

城西地区

(173票)

塩屋地区

(211票)

西部地区

(75票)

尾崎地区

(185票)

御崎地区

(119票)

坂越地区

(147票)

高雄地区

(85票)

有年地区

(72票)

合計

(1,246票)

週に1日以上 月に２日以上 月に１日以上 月に１日未満

 
 

③通院の頻度 

 

 

 

通院の頻度を市全体の合計で見ると、「週に 1日以上」が 4.5％、「月に 2日以上」が 6.9％、

「月に 1日以上」が 85.7％、「月に 1日未満」が 2.9％となっています。 

「週に 1日以上」病院に行く人の回答を居住地区別で見ると、有年地区が 12.5％と最も多く

なっています。 

 

通院の頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答・不明 288 票を除く 

問 2-③ c) 通院の頻度はどれくらいですか。 

※問 2-③ a) 「通院先」で“市内の病院”“市外の病院”と回答した人のみお答えください。 
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表中項目

特に問題はない 特に問題はない

 将来を考えると不安 今は特に問題ないが、将来を考えると不安

 送迎してもらうのが大変 送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わせなければいけない、気を遣うなど）

 タクシーが利用しにくい タクシーが利用しにくい

 バス・デマンドが利用しにくい バス・デマンドタクシーが利用しにくい

 鉄道が利用しにくい 鉄道が利用しにくい

 本当は別の場所に行きたい 本当は別の場所に行きたい

その他 その他

正式項目
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④通院先まで移動する時の問題点 

 

 

 

通院先まで移動する時の問題点は、「特に問題はない」が 59.8％と最も多くなっている一方

で、「将来を考えると不安」も 35.6％と多くなっており、「送迎してもらうのが大変」（5.3％）、

「バス・デマンドが利用しにくい」（2.7％）などの回答も見られます。 

 

通院先までの移動する時の問題点【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-③ d) 通院先まで移動する時の問題点をお答えください。（該当するもの全てに○） 

※問 2-③ a) 「通院先」で“市内の病院”“市外の病院”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,280 票（無回答・不明 254 票を除く） 
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赤穂地区

(309票)

城西地区

(347票)

塩屋地区

(434票)

西部地区

(111票)

尾崎地区

(379票)

御崎地区

(234票)

坂越地区

(248票)

高雄地区

(141票)

有年地区

(137票)

合計

(2,340票)

ほとんど行かない 市内への外出 市外への外出

 
 

（４）趣味・娯楽の外出先について 

①趣味・娯楽の外出先 

 

 

趣味・娯楽の外出先を市全体の合計で見ると、「市内への外出」が 26.5％、「市外への外出」

が 20.7％、「ほとんど行かない」が 52.8％となっています。 

趣味・娯楽の外出先に「ほとんど行かない」人の回答率を居住地区別に見ると、御崎地区が

48.3％と最も少なくなっています。（御崎地区が最もよく趣味・娯楽の外出先に行っている地

区となっています。） 

また、「市内への外出」と回答した割合を居住地区別に見ると、西部地区が 34.2％と最も多

くなっています。 

趣味・娯楽の外出先 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※無回答・不明 263 票を除く 

問 2-④ a) 趣味・娯楽の外出先はどこですか。（１つに○） 
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40
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イオン赤穂店

赤穂市民総合体育館

イオンモール姫路大津

市民会館・中央公民館

赤穂カンツリークラブ

(票)

 

 

＜施設名を回答いただいた趣味・娯楽の外出先＞ 

施設名を回答いただいた趣味・娯楽の外出先は、「イオン赤穂店」が 63票と最も多く、次い

で「赤穂市民総合体育館」（40票）、「イオンモール姫路大津」（31票）、「市民会館・中央

公民館」（24票）、「赤穂カンツリークラブ」（16票）の順に多くなっています。 

 

趣味・娯楽の外出先【上位 5位】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

※合計 467 票（不明 639 票を除く） 
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②趣味・娯楽の外出先までの交通手段 

 

 

 

趣味・娯楽の外出先までの交通手段は、「自家用車（自分で運転）」が 67.2％と最も多く、

次いで「自家用車（家族等の送迎）」（16.0％）、「自転車」（15.7％）などの順に多くなっ

ています。 

 

趣味・娯楽の外出先までの交通手段【複数回答】 
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鉄
道

そ
の
他

問 2-④ b) 趣味・娯楽の外出先までの交通手段をお答えください。（利用するもの全てに○） 

※問2-④ a) 「趣味・娯楽の外出先」で“市内への外出”“市外への外出”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,088 票（無回答・不明 18 票を除く） 



― 26 ― 

31.8

29.9
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0.9
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(132票)

城西地区

(147票)

塩屋地区

(176票)

西部地区

(47票)

尾崎地区

(148票)

御崎地区

(112票)

坂越地区

(113票)

高雄地区

(42票)

有年地区

(40票)

合計

(957票)

週に1日以上 月に２日以上 月に１日以上 月に１日未満

 
 

③趣味・娯楽の外出先に行く頻度 

 

 

 

趣味・娯楽の外出先に行く頻度を市全体の合計で見ると、「週に 1日以上」が 33.2％、「月

に 2日以上」が 31.2％、「月に 1日以上」が 34.9％、「月に 1日未満」が 0.7％となっていま

す。 

「週に 1日以上」よく行く趣味・娯楽の外出先まで行く人の回答率を居住地区別に見ると、

西部地区が 53.2％と最も多くなっています。 

 

趣味・娯楽の外出先に行く頻度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※無回答・不明 149 票を除く 

問 2-④ c) 趣味・娯楽の外出先に行く頻度はどれくらいですか。 

※問2-④ a) 「趣味・娯楽の外出先」で“市内への外出”“市外への外出”と回答した人のみお答えください。 
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表中項目

特に問題はない 特に問題はない

 将来を考えると不安 今は特に問題ないが、将来を考えると不安

 送迎してもらうのが大変 送迎してもらうのが何かと大変（時間を合わせなければいけない、気を遣うなど）

 タクシーが利用しにくい タクシーが利用しにくい

 バス・デマンドが利用しにくい バス・デマンドタクシーが利用しにくい

 鉄道が利用しにくい 鉄道が利用しにくい

 本当は別の場所に行きたい 本当は別の場所に行きたい

その他 その他

正式項目

74.3

22.0

2.5 0.7 1.1 3.0 0.7 1.6

0％

20％

40％

60％

80％

特
に
問
題
は
な
い

将
来
を
考
え
る
と
不
安

送
迎
し
て
も
ら
う
の
が
大
変

タ
ク
シ
ー
が
利
用
し
に
く
い

バ
ス
・デ
マ
ン
ド
が
利
用
し
に
く
い

鉄
道
が
利
用
し
に
く
い

本
当
は
別
の
場
所
に
行
き
た
い

そ
の
他

 
 

④趣味・娯楽の外出先まで移動する時の問題点 

 

 

 

趣味・娯楽の外出先まで移動する時の問題点は、「特に問題はない」が 74.3％と最も多くな

っている一方で、「将来を考えると不安」も 22.0％と多くなっており、「鉄道が利用しにくい」

（3.0％）、「送迎してもらうのが大変」（2.5％）などの回答も見られます。 

 

趣味・娯楽の外出先まで移動する時の問題点【複数回答】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 2-④ d) 趣味・娯楽の外出先まで移動する時の問題点をお答えください。（該当するもの全てに○） 

※問2-④ a) 「趣味・娯楽の外出先」で“市内への外出”“市外への外出”と回答した人のみお答えください。 

※合計 1,003 票（無回答・不明 103 票を除く） 
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３ 路線バスの利用について 
 

（１）路線バスの平均的な利用回数 

 

 

 

路線バスの平均的な利用回数を市全体の合計で見ると、「利用しない」が 92.8％と多くなっ

ています。 

路線バスを「利用しない」人の回答率を居住地区別に見ると、御崎地区が 82.9％と最も少な

くなっています。（御崎地区が最もよく路線バスを利用している地区となっています。） 

 

路線バスの平均的な利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
※無回答・不明 116 票を除く 

問 3-① あなたは普段、路線バスをどのくらい利用していますか。平均的な利用回数をお答えください。

（１つに○） 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(332票)

城西地区

(356票)

塩屋地区

(449票)

西部地区

(128票)

尾崎地区

(409票)

御崎地区

(252票)

坂越地区

(265票)

高雄地区

(148票)

有年地区

(148票)

合計

(2,487票)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日程度 月に２～３日

月に１日程度 月に１日未満 利用しない
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（２）路線バスを利用しない理由 

 

 

 

路線バスを利用しない理由は、「車など他の手段の方が便利」が 81.3％と最も多くなってお

り、次いで「便数が少ない」（17.7％）、「あまり外出しない」（13.3％）、「バス停が遠い」

（10.8％）などの順に多くなっています。 

 

路線バスを利用しない理由【複数回答】 
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そ
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問 3-② 日頃、路線バスを利用しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

※問 3-①で“月に１日程度”“月に１日未満”“利用しない”と回答した人のみお答えください。 

※合計 2,323 票（無回答・不明 113 票を除く） 
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４ コミュニティバス等の利用について 
 

（１）コミュニティバス等の平均的な利用回数 

 

 

 

コミュニティバス等の平均的な利用回数を市全体の合計で見ると、「利用しない」が 96.4％

と多くなっています。 

コミュニティバス等を「利用しない」人の回答率を居住地区別に見ると、高雄地区が 89.8％

と最も少なくなっています。（高雄地区が最もよくコミュニティバス等を利用している地区と

なっています。） 

コミュニティバス等の平均的な利用回数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※無回答・不明 134 票を除く 

※コミュニティバス等とは、ゆらのすけ、ていじゅうろう、うね・のり愛号を指します。 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(331票)

城西地区

(357票)

塩屋地区

(450票)

西部地区

(119票)

尾崎地区

(403票)

御崎地区

(249票)

坂越地区

(261票)

高雄地区

(148票)

有年地区

(151票)

合計

(2,469票)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日程度 月に２～３日

月に１日程度 月に１日未満 利用しない

問 4-① あなたは普段、コミュニティバス等をどのくらい利用していますか。平均的な利用回数をお

答えください。（１つに○） 
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（２）コミュニティバス等を利用しない理由 

 

 

 

コミュニティバス等を利用しない理由は、「車など他の手段の方が便利」が 79.7％と最も多

くなっており、次いで「便数が少ない」（14.3％）、「あまり外出しない」（13.4％）、「バ

ス停が遠い」（8.9％）などの順に多くなっています。 

 

コミュニティバス等を利用しない理由【複数回答】 
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問 4-② 日頃、コミュニティバス等を利用しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

※問 4-①で“月に１日程度”“月に１日未満”“利用しない”と回答した人のみお答えください。 

※合計 2,363 票（無回答・不明 77票を除く） 
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５ 鉄道の利用について 
 

（１）鉄道の平均的な利用回数 

 

 

 

鉄道の平均的な利用回数を市全体の合計で見ると、「利用しない」が 62.1％と最も多く、次

いで「月に 1日未満」（21.7％）、「月に 1日程度」（7.0％）などの順に多くなっています。 

鉄道を「利用しない」人の回答率を居住地区別に見ると、赤穂地区が 54.3％と最も少なくな

っています。（赤穂地区が最もよく鉄道を利用している地区となっています。） 

 

鉄道の平均的な利用回数 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

赤穂地区

(337票)

城西地区

(361票)

塩屋地区

(442票)

西部地区

(129票)

尾崎地区

(406票)

御崎地区

(253票)

坂越地区

(266票)

高雄地区

(148票)

有年地区

(145票)

合計

(2,487票)

週に５日以上 週に２～４日 週に１日程度 月に２～３日

月に１日程度 月に１日未満 利用しない

※無回答・不明 116 票を除く 

問 5-① あなたは普段、鉄道をどのくらい利用していますか。平均的な利用回数をお答えください。

（１つに○） 
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（２）鉄道を利用しない理由 

 

 

 

鉄道を利用しない理由は、「車など他の手段の方が便利」が 63.6％と最も多くなっており、

次いで「あまり外出しない」（35.9％）、「便数が少ない」（9.1％）、「駅が遠い」（8.9％）

などの順に多くなっています。 

 

鉄道を利用しない理由【複数回答】 
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問 5-② 日頃、鉄道を利用しない理由は何ですか。（いくつでも○） 

※問 5-①で“月に１日程度”“月に１日未満”“利用しない”と回答した人のみお答えください。 

※合計 2,149 票（無回答・不明 111 票を除く） 



 

■資料編 アンケート調査票 

＜ アンケート調査票 (1/4) ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票 (2/4) ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

＜ アンケート調査票 (3/4) ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

＜ アンケート調査票 (4/4) ＞ 

 

 

 

 

 

 


